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はじめに

■趣旨・目的

本講座では主に高知市内在住者を対象に、鏡川流域の現状や課題を知る座学や現地フィールドワーク

を通じ、電子地域ポイントシステム「まちのコイン」を活用した持続可能な鏡川流域全体の生態系を維

持するための中山間地域と市街地との継続的な関わり方を検討します。

講座を通して、地域との関わりや居場所ができ、次のアクションへのきっかけを提供することで、高

知市版「地域循環共生圏（ローカルSDGs）」の高知市内における担い手を育成します。

■対象者および参加条件等

◎高知市内在住の方をはじめとする、鏡川流域に直接関わることができる方。かつ、高知市・鏡川流域

の地域づくりや環境保全、関係人口づくり、持続可能な暮らしのあり方などに関⼼があり、原則とし

て全4回の講座（うち、高知市内開催3回、現地実習1回）に参加可能な社会⼈、学⽣の⽅。

◎PCスキル及びインターネット環境のある⽅。

※講座中のコミュニケーションで「Facebook」と「まちのコイン」を活用しますので、アプリのイン

ストールとユーザー登録が条件となります。

■募集人数

25人程度 ※応募者多数の際は参加者を選考する場合があります。

■応募締切と結果通知

締切／11月18日（金）17：00まで

選考結果通知／11月22日（火）※電子メールでのお知らせとなります。
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はじめに

■実施スケジュールと開催会場 ※日程・会場等、都合により変更する場合があります。

★フィールドワーク（第２回）について

鏡川流域で活動するローカルプレイヤーを訪ね、彼らの仕事現場を見たり体験したりすることで、鏡川流域の現状

への理解を深めます。最終発表でのプラン発表に向けて、「まちのコイン」の活用方法を考える足がかりをつくる

ことを目的としています。

★最終発表会＆修了式(第４回)について

高知市内鏡川流域の施設にて、講座の修了式を行います。今後上流域と下流域の人々が交わり一緒に鏡川流域の未

来を考えるきっかけとなる「まちのコイン」の活用方法を発表していただきます。

講座回 月日 会場名

説明会 10月27日(木) 19:00〜20:30 オンライン（zoom）

第１回 座学 12月4日(日) 13:00～16:00 工石山青少年の家

第２回 フィールドワー
ク

12月17日(土)～18(日) 高知市内鏡川流域

第３回 座学 1月14日(土) 13:00～16:00 交流館かわせみ（予定）

第４回 最終発表会＆修
了式

2月18日(土) 13:00〜16:00 オーテピア高知図書館（予定）
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■講座の概要

◎高知市・鏡川流域の現状を学ぶ基礎レクチャーやグループワーク、現地フィールドワークなどを通じ

て、上流域と下流域の人々が交わり一緒に鏡川流域の未来を考える人材を養成します。

◎上記の講座の受講および実習での体験を通じて、「まちのコイン」の利用方法を考え、講座後も鏡川

流域と関わっていく方法を模索します。

■プログラム内容
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１
回
）

■受講生のフォローアップ体制について

受講が決定しましたら、受講者専用のFacebookグル

ープにご招待します。講座を欠席したり講座の時間内

で課題が終わらなかった際にはFacebookグループを

活用してオンラインで事務局スタッフがフォローアッ

プしますので安心して受講ください。

また、受講者専用Facebookページは、メイン講師、

講座メンター、講座ゲストや現地フィールドワーク訪

問先のローカルプレイヤー、並行して開催される首都

圏在住者向けの講座「エディットKAGAMIGAWA」受

講生が参加するオンラインコミュニティとなります。

鏡川流域とのつながりを感じながらオンラインで交流

を深めていきましょう。

講座について
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各回テーマ

日時 時間 内容と講師

【第１回】 鏡川流域を知り、「まちのコイン」の活用方法を考える

12/4(日)
13:00〜
16:00

鏡川流域の現状や関係人口について学び、鏡川流域への多様な関わりを増や
すための「まちのコイン」の使い方を考えます。

・メイン講師 桑谷猛氏

・講座メンター 株式会社カヤック 中村圭二郎氏

・ゲスト かずさまりや氏

・修了生 永野正和氏

【第２回】 鏡川流域を五感で体験する（現地フィールドワーク）

12/17(土)

～18(日)
1泊2日

受講生の興味関心のある領域に応じて、鏡川流域で活躍するローカルプレイ

ヤーへの弟子入り体験を行い、地域とのつながりを作ります。「まちのコイ
ン」に登録するスポットが提供する体験を実践してみます。

・メイン講師 桑谷猛氏

・講座メンター 株式会社カヤック 中村圭二郎氏

・ゲスト 調整中

【第３回】 鏡川流域での循環を考えてみる

1/14(土)
13:00〜
16:00

フィールドワークで訪問したローカルプレイヤーやメイン講師、講座メンタ

ーへの相談、ワークショップなどを通じて、自身が提供する「まちのコイ
ン」の体験を考え、第４回までに実践してみます。

・メイン講師 桑谷猛氏

・講座メンター 株式会社カヤック 中村圭二郎氏

・ゲスト 調整中

【第４回】 最終発表会 & 修了式

2月18日
(土)

13:00〜

16:00

受講生がそれぞれ考え実践した「まちのコイン」の体験を発表し、メイン講

師や講座メンターから講評を受けます。この講座を通じて得た鏡川流域との
つながりを活かして今後どのような関わりを実践していくか考えます。

・メイン講師 桑谷猛氏

・講座メンター 株式会社カヤック 中村圭二郎氏

・ゲスト 調整中

※講座の内容と時間配分は受講生の希望・動向などを考慮して、随時更新する予定です。

※新型コロナウィルス感染拡大防止のため、オンラインでの開催となる場合があります。

講座内容（全４回）
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(株)リクルート、(株)リクルートメディアコミュニケーションズを経て松江市に
Uターン。フリーランスとして地域活性イベントのプロデュース、広報ディレ
クション等を中心に活動。2011年には東日本大震災松江・島根支援協議
会の事務局長も務める。「しまコトアカデミー」1 年目(2012年)より企画・運

営スタッフとして参画。広島県の中山間地振興事業「ひろしま里山ソーシャ
ル・カフェ」（2016年）等にも関わる。2018 年から島根県奥出雲町教育魅

力化協議会で魅力化プロデューサーとして、地域と主に高校をつなぎ地域
リソースを活かした教育環境づくりに参画。現在は、県立高校と地元地域
の協働の仕組みを構築するため、高校地域協働コンソーシアム・マネージ
ャーとして、日々奮闘中。

■桑谷猛 ＜メイン講師／地域協働コンソーシアム・マネージャー＞

くわたに たける

■中村圭二郎 ＜講座メンター／面白法人カヤック ちいき資本主義事業部プランナー＞

なかむら けいじろう

1977年生まれ、長崎県佐世保市出身。2017年からSMOUTの立ち上げに参画
し、行政に対するマーケティングを担当。2020年からはコミュニティ通貨「まち
のコイン」の導入支援も兼務。関係人口、移住促進、コミュニティ活性化による
地域振興など総合的なローカルの価値づくりをお手伝いしている。地域の魅
力に加え、不憫な存在にフォーカスを当てコンテンツに磨き上げることが得意。

メイン講師・講座メンター紹介（敬称略）
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2022年3月に高知市で導入された電子地域ポイントシステム「まちのコイン」は、ひと・まち・地球にう

れしい体験で地域とつながるコミュニティ通貨サービスのアプリです。ポイントを「もらう」のも「あ

げる」のも地域の仲間と「つながる」場面で行われます。利用すればするほど、地域内外の人がつなが

っていくポイントです。

電子地域ポイントシステム「まちのコイン」

「まちのコイン」で出会えるうれしい体験って？
「まちのコイン」でできる「うれしい体験」は、大きく分けて2つの軸と

プラスαの「ちょっとおトク」な要素があります。

高橋萌瑛さん

「まちのコイン」で鏡川流域とつながろう！
講座の中では、「まちのコイン」アプリを、地域の人や受講生同士のやり取りの中でコミュニケ
ーションツールとして使っていただきます。

「まちのコイン」は、各地でその地域らしい通貨名が付けられていて、高知市版「まちのコイ
ン」の通貨名は「ぼっちり」。
講座受講生にはもれなく「ぼっちり」をプレゼント！

まずは、講座中に誰かに「ありがとう！」「いいね！」と思ったら、メッセージを添えて「ぼっ
ちり」を贈ってみてはいかがでしょうか。いつもよりちょっと仲よくなれるかもしれません。

さらに「まちのコイン」は、里山地域では当たり前に行われている「おすそ分け」などのお金を
介さないやり取りをユーザーであれば誰でも体験できるツールです。

加盟するお店や団体では「規格外の野菜をプレゼント」「除草作業を手伝って」などユニークな
「体験」が提供されています。

講座では最終的に、ご自身で考えた地域が面白くなるアイデアを鏡川流域で活動する皆さんに提
案し、高知市の皆さんが楽しめる「体験」化を目指していきます。
「まちのコイン」の詳細はこちら（https://coin.machino.co/）をご覧ください。

https://coin.machino.co/


■応募方法

１）申請書類

応募に際しては、下記サイト（右のQRコード）内の「応募フォーム」より必要事項をご記

入のうえご応募ください。

◎高知市「高知・鏡川 RYOMA流域学校」ソトコトオンライン内講座情報ページ

URL：https://sotokoto-online.jp/local/16201

※講座の最新情報は、下記のサイトをご覧ください。

◎高知市「高知市・鏡川流域関係人口講座（仮）」 facebookページ

URL： https://www.facebook.com/kochikagamigawa2021/

２）応募受付期間

2022年10月21日(金)～2022年11月18日(金) 17:00まで

３）審査方法

受講にあたっては、本事業の趣旨に基づき応募フォーム記載内容を審査の上、選考します。

４）選考結果のご連絡

選考結果は、11月22日(火)までに事務局からメールにてご連絡します。

■受講費 無料

※懇親会参加費、現地フィールドワークにかかる交通費、宿泊費、食費、イベント保険料、インターネ

ット通信料、その他、講座受講に関わる経費は自己負担となります。

■お問い合わせ先

・応募に関するご相談やお問合せは、下記事務局までお願いいたします。

・高知市「高知・鏡川 RYOMA流域学校」事務局（株式会社ソトコト・プラネット内）

担当：中村／川村

・TEL：03-6273-7629

■個人情報の取り扱いについて

・ご応募いただいた資料および個人情報は、本事業内の目的で利用し、適切に管理致します。

それ以外の目的での使用はいたしません。

■取材協力のお願いについて

本講座は、Facebookページ、高知市公式サイト等広報媒体、『ソトコト』の誌面やWEB版、高知県・

高知市内メディアの取材等において、講座やインターンシップの活動状況を取材・掲載させていただく

予定です。あらかじめご了承のほどお願い申しあげます。

なお、写真掲載等を希望されない方は配慮いたしますので開講前にご連絡ください。

受講応募について
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受講２週間前に以下の事項に該当する方は、受講をお控え頂きますようお願いします。

・発熱があった方

・咳(せき)、のどの痛みなど風邪の症状があった方

・だるさ(倦怠(けんたい)感)、息苦しさ(呼吸困難)があった方

・嗅覚や味覚の異常があった方

・新型コロナウイルス感染症陽性とされた方との濃厚接触の可能性があった方

・同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいた方

・過去１４日以内に、政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域など等への渡
航または当該在住者との濃厚接触があった方

受講される方は、以下を遵守いただきますようお願いします。

・厚⽣労働省の新型コロナウイルス感染症におけるホームページを予めご確認の上で受講ください。

（※）

・受講される⽅御自身の自己責任、自己管理の元に受講をお願いします。

・こまめな⼿洗い、アルコール消毒等を⾏なって下さい。

・来場時の検温、マスク着用等のご協力をお願いします。

・発熱等の風邪症状のある⽅は受講を控えてください。

※

・厚⽣労働省ホームページ新型コロナウイルス感染症について
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html

新型コロナウィルス感染症

拡大防止対策について

＜運営事務局＞

株式会社ソトコト・プラネット（担当：中村／川村）

〒150-0031 東京都渋谷区桜丘町17-6 渋谷協栄ビル５階

TEL：03-6273-7629

Webサイト：https://sotokoto-online.co.jp/

9


